
令和２年度  第２回  静言研運営委員会  

令和２年１１月２４日  

                                                       ホームページ上にて  

１ 会長あいさつ（寺谷校長） 

  コロナ禍での日々の指導実践、ご苦労が絶えないのではと思います。しかし、その中に「変えら

れるもの」「変わらないもの」が見えてきます。切り捨てる、効率化を図ることと同時に、切り拓いて

いけるものを前向きに考えていきましょう。「スクラップ＆ビルド」それは、静言研が５０年間大切に

してきた精神です。 

  

  

２ 県事務局より（大川） 

（１）R2 東海四県愛知大会（８/１～２）  

・研究集録 CD が届きました。後日、県事務局に冊子が届く予定です。 

（２）R3 東海四県岐阜大会（８/２０）  

・例年通り対面式で行う予定で準備が進んでいます。 

・静岡県からの提案は、次の先生方にお願いしました。よろしくお願いします。  

   【第 4 分科会「きこえに困り感がある子ども」】  

     提案者：加納  利恵  先生（富士宮市立東小）  

司会者：大内  伸枝  先生（富士宮市立東小） 

   【第 7 分科会「つながり」】  

     提案者：小出  千恵  先生（浜松市立可美小）   

司会者：南谷  由香  先生（浜松市立可美小） 

（３）R4 東海四県静岡大会  

    ・大会テーマ、組織、日程、会場などを大会事務局と相談（11/１３）。 

    ・名古屋市立牧野小で東海四県事務局会議が行われます（１２/１１）。 

    ・今後の大会について話し合い、それを受けて、年明けに実行委員会を静岡市でもつ予定

です。 



（４）来年度の定例研開催  

    ・副事務局、研究部とも相談し、１２月の運営委員会で提案する予定です。 

（５）運営部・各地区事務局へのお願い 

    ・今年度のまとめをしてください。（どんなことが問題になり、どのように対処したか。）  

（６）静岡県聴覚障害児支援対策委員会に参加。（聴覚障害児支援体制整備事業） 

    ・「通級指導教室に通う難聴児の実態調査」にご協力をお願いします。静岡県乳幼児聴覚

支援センターから各教室に依頼が届きます。  

 

 

３ 各地区事務局より 

① ICT を利用した指導実践や研修の工夫  ②これからの定例研、地区講習会・東海四県大

会開催に関しての意見  を報告してください。情報交換しましょう。 

（１）東部地区（佐藤先生）                                                資料１  

 

（２）中部地区（宇治原先生） 

① 全体（宇治原先生） 

② 静岡（西村先生）                                                     資料２  

③ 志太・榛原（宇治原先生）                                              資料３  

④ 小笠・掛川（榛葉先生）                                                資料４  

 

（３）西部地区（森下先生）                                                資料５  

 



 

４ 各運営部より 

（１）研究部（杉本先生） 

① 第２回定例研の報告…西部地区事務局、牧之原市立川崎小はじめ中部地区の先生方が

CD データを作成してくださいました。提案の先生方の実践を直接うかがうことができず残念

でしたが、文字の合間合間から熱意・戸惑い・次への挑戦を読み取り、一人一人の実践にも

つなげることができればと思います。みなさん、ありがとうございました。  

② R３年度・R４年度東海四県大会、定例研の割り振り  

③ 考えられる研修の工夫  

④ 会誌  

 ※②③④は１２月の運営委員会で提案します。  

 

（２）広報部（大村先生） 

① 全難言からの調査…教室数、担当者数、会の現状、コロナ禍での取り組みについて報告しま

した。 

② R３年度に向けての準備…R2 会員必携を見て、今一度、教室のデータが正しく記載されてい

るか確認をしておいてください。 

③ ホームページ上の教室紹介…加除修正ありがとうございました。  

 

（３）会計部（新井先生） 

① 今年度の会計処理  ・・・【令和 2 年度「今後の会計事務手続き」】              資料６  

・本年度は全額処理する予定です。現残金￥1,039,150 はオンライン研修に使用できるものを

購入するために使わせていただくことにしました。県事務局、副事務局、県福祉会、親の会と

も相談して決めました。機材などの管理は、県事務局ですることとします。 

② 会計監査（２/８） ・・・予定通り、実施。実績報告書のとりまとめをお願いします。  



③ R３年度の県補助金会計について ・・・【令和 3 年度「補助金交付申請書」】     資料７  

 

（４）調査対策部（澤野先生） 

① 県（澤野先生）  

・完成前にパブリックコメントを数名の先生方からいただきました。ありがとうございました。  

・前々県事務局長の杉山めぐみ先生からいただいたメールをご紹介します。          資料８  

・会長と大川が県教委に要望書を届け協議する予定です（１１/２５）。 

・要望内容は、各教室からのアンケートを集計したものです。完成版は、ホームページにアップし

てあります。ダウンロードし、中身をよく読んでください。各教室担当者から所属長に説明を

添えて手渡してください。 

② 静岡市（西村先生）  

・市教委に提出（９/１１）し、回答をいただきました。 

③ 今後の調査対策部会（１/上旬）（澤野先生）  

・実態調査アンケートについて検討します。 

 

 

５ 諸連絡  

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 次回（第 3 回）運営委員会について 

○日時   令和２年１２月２１日(月) 

○場所   ホームページ上  

○内容    

・東海四県事務局会議の報告  

・R３年度予算案（補助金の割り振りなど） 

・県要望書提出、回答報告  

・来年度の要望事項の作成のための教室アンケート 

・教室の新設、増設情報  

・R４年度東海四県静岡大会  

・第２回運営委員会での懸案事項  

○参加者   県事務局、各地区事務局長、各運営部長、本会計担当  

 

※ 検討したいことは、できるだけ事前に県事務局にご連絡ください。 

    ※ 今後の運営委員会の予定  

第４回：１/２９（金）（ホームページ上） 

第５回：３月末（新旧の担当者が集まります。） 

       このように考えていますが、状況によって会のもち方や内容については変更があることをご

承知おきください. 

 


